
南島原市地域クラブサポートセンター

スポーツ庁「連絡協議会」
～九州ブロック～
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福岡県リファレンス博多駅東貸会議室
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１ 人口約40,000人
２ 島原半島の南東部に位置し、有

明海と雲仙普賢岳の豊かな自然に
囲まれた市です。

３ 1560年代にキリスト教が伝来
し、

キリシタン文化が繁栄した時代も
あった一方、弾圧を受けた時代も
ありました。中でも「島原・天草
一揆」の終焉の地として有名な

『原城跡』は、世界文化遺産に登録
されています。

４ 小学校１５校（分校２校含む）
中学校８校
県立高校２校



01
抱
え
て
き
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南
島
原
市
は…

南島原市の現状

地理的ハンディキャップ

指導者不足
公共交通の不便さ

急速な過疎化（人口減少）

スポーツ活動参加の二極化

関係団体の繋がりの希薄さ



児童生徒数の推移

271 256 291 288 296 336 1,738 1,653 1,591 1,528 1,453 1,353 1,245

-85 -147 -210 -285 -385 -49338 深江中学校 49 82 46 177 199 172 177 169 160 170

319 338 309 966 993 951 920 875 835 818

27 -15 -46 -91 -131 -148

2,704 2,646 2,542 2,448 2,328 2,188 2,063

-58 -162 -256 -376 -516 -641

10年度 11年度 12年度 13年度

令和7年4月9日現在

小・中学校
児童生徒総数

Ｒ7年度との比較

7年度

Ｒ7年度との比較

中学生　計

Ｒ7年度との比較

小学生　計

１
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

児童・生徒数

8年度 9年度

ちなみに 5年前は
小学校２１１３人
中学校１１３０人
合計 ３２４３人
R13比較 １１８０人の減

R 8.1,10現在の資料



スポーツ・文化部活動で活動している生徒は

約960人の内 およそ600人

市内8中学校 部活動総数 53部
（運動部42部・文化部11部）

63％

中学校の実態 R 8.1,10現在の資料



小学校社会体育団体で活動している児童は

約1700人の内 およそ400人

本市は小中まとめた地域展開が必要

23％

小学校の実態 R 8.1,10現在の資料



今
の
明
確
な
課
題

南
島
原
市
は…

移動手段（ドライバー）の確保

指導者育成（若手の発掘・研修制度の在り方）

市町間格差（認定要件の違い 大会参加機会減少）

経済的理由による体験格差

スポーツ・文化活動の新たな文化の醸成

学校と地域の新たな連携の在り方
※ 学校は「昔も今も」地域の中心的存在

南島原市は、休日・平日まとめて令和8年度中に全て
の部活動廃止し地域活動へ



R8 加入生徒数の推移

令和8年度 部活動加入者一覧 R8.6,1現在

令和8年度 地域クラブ加入者一覧 R8.6,1現在



児童生徒数の推移

令和8年度 地域クラブ加入者一覧 R8.6,22現在

フットルース（５４名） アザリーベンFC（22
名）南島原BC（未登録者）  除く
b＋アプリ登録者 今後、増加する。
予想４００名程度（スポーツ関係）



地域展開を推進するにあたり大切にしてきたことは・・・

学校（学び場） 家庭（地域）

未来の自分をデザインする
可能性を「Link（つなぐ）」させ、 「どう生きるか」を磨く。新しい学び場

第３の場所



ROAD-MAP



推進計画02
地
域
展
開
概
要

こ
れ
ま
で
の
取
組

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

南島原市部活動の在り方検討委員会設置

第１～4回 開催

課題の洗い出し・方向性の確認・対応策検討

※3クラブモデルクラブとして指定。

南島原市地域クラブサポートセンター（Link＋）設立

地域展開の加速化

在り方検討委員会（第5～7回）開催

モデルクラブ活動の開始

新規地域クラブ設立検討会開催

令和8年度中平日も含めて

部活動を地域クラブ活動へ

本格的支援の準備・開始

地域展開

  活動開始

令和５~６年度

クラブ設立やクラブ活動を支援す

るための制度設計

令和7年度

統括団体設立

本格運用の準備

取組の実践

令和８年度以降

地域クラブの支援

南島原市小中学生の支援

自主事業の展開



制度設計 随時必要に応じて修正

認定地域クラブ支援金（R8.4~)

教育委員会認定制度（R8.3一部

改定）

地域クラブトレーナ制度（トライ

アル開始 R8.９~）

地域クラブ活動人才リスト（R6）

指導者電子契約（有償ボランティア）

地域クラブプラットフォーム運

用開始（b＋導入 R8.3～）

新送迎サービス開始（R8.７）

スマートロック設置（R6.２）

順次拡大（R8８施設）

南島原市地域クラブサポート

センター運営開始（R8.4）

応援企業・団体登録制度（R7.9）

南島原市地域クラブサポート

センターHP開設（R7.11）



課題① 多様なスポ―ツ体験機会の提供

課題② 高校との連携やジュニアからシニアまでの多世代での取組

課題③ スクールバスの活用や地域公共交通との連携

課題④ 不登校の子供たちの地域の学び場としての役割

課題④ 障害のある子供たちの地域の学び場としての役割

課題⑤ トレーナーの活用を含めた安全確保の体制づくり

令和7年度取組03
重
点
地
域
政
策
課
題
対
応

サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築



南島原市地域クラブサポートセンター
とは



VISION

MISSION

VALUE

地域共創 ～未来の南島原のまちづくりに貢献～

01   夢   ｜夢を抱き続けることができる人へ（Child-Centered Approach）

02 憧れ ｜地域に誇りを持てる人へ （Community Collaboration）

03  志   ｜信念もちチャレンジできる人へ （Sustainability＆Quality）

未来創造拠点 ～自己実現と豊かな人生の土台作り～



Link＋（南島原市地域クラブサポートセンター）

役割と目的【教育委員会が管理管轄】

児童生徒のニーズに応
える環境
保護者・
教職員負担軽減

各種制度・
補助金の整理

生涯スポーツ・文化
活動への発展

【部活動地域展開】

【行政支援】 【新たな価値】

１ 児童生徒が「生涯にわたって豊かなスポーツ・文化ライフ」を送るきっ

かけとなる地域クラブを運営及び支援する。

２ 児童生徒の「やりたい」を支援する。

３ 児童生徒の「健全育成」と「人間力向上」を支援する。

４ 保護者にとって「南島原市に住みたい」と思える魅力を作る。

５ 学校・地域（教職員等）にとって「子供と向き合える南島原市」に

する。「地域総ぐるみで子供を育てる場」

６ 学校・地域（指導者）にとって「自分がやりたいスポーツ・文化活

動」に関わることができる制度を作る。「特技を最大限に生かす」

活動体

具体的課題対応

会議体
理事会

認定クラブ会



事業１ 地域クラブ運営支援 事業３ 寺子屋２１事業

事業４ 地域協働本部支援

事業２ 市中体連運営等支援

事業５ 不登校生徒支援

事業６ その他の事業

◼ 新規地域クラブ設立・運営支援

◼ 地域クラブ認定制度運用

◼ 地域クラブ指導者人才リスト運用

◼ シーズン制地域クラブ「デルフィーノマ

リンクラブ運営」

◼ ユニバーサルビーチ運営支援

◼ 大会運営補助（南島原市スポーツ協会と協力）

◼ 南島原市中体連事務局（会計支援）

◼ 小中学生参加者の増加

◼ 平日の活動承認

◼ 教室開催の呼びかけ

◼ 適応指導教室「つばさ」イベント実施

◼ 不登校児童生徒支援プログラム作成

◼ 企業型クラブ「OPACU」による不登校

児童生徒への豊かな体験機会の提供

◼ コミュニティ・スクールの活性化

◼ 地域学校協働本部の支援

コーディネーターの配置

◼ 送迎サービスの開始

◼ 南島原市地域クラブ応援企業・団体登録

制度の拡充

◼ ゲストハウス事業の実施Coming soon…開始



事務局長

プロジェクト責任者

責任者

氏名

クラブ支援
クラブ支援責任者

クラブリーダー

氏名

アザリーベンスポーツクラブ

クラブ

氏名

TEAMひまわり

クラブ

氏名

学校連携責任者

コーディネーター

氏名

南島原市中体連

会長

氏名

南島原市校長会

会長

氏名

関係団体

代表

南島原市スポーツ協会

会長

認定地域クラブ

各代表者

南島原市地域クラブ応援企業・団

体登録制度

協力会社A

代表者

協力団体B

代表者

地域クラブ会員送迎サービス

南島原市地域クラブ指導者人才リスト

※指導者電子契約

地域クラブトレーナー制度

渉外責任者

事務局長

氏名

ユニバーサルビーチ運営

学校説明会等への参加

不登校支援・障害者支援等

地域学校
支援

自主事業

ゲストハウス（合宿所）

その他イベント企画

本格始動までカウントダウン開始



参加者ニーズ
・競技レベル
・練習頻度
・練習時間
・練習強度

・大会参加数
・負担費用

等

高

低

参加者のニーズ 多様な活動機会の提供 （豊かな体験）

認定地域

クラブ

体験型クラ

ブ「Link」

寺子屋等の教室

ピラミッド構造



南島原市地域クラブサポートセンター

公式HP
https://m-linkplus.org/

全てをここで完結する
様々な「ひと・もの・こと」をつなぐプラットフォーム

https://m-linkplus.org/
https://m-linkplus.org/
https://m-linkplus.org/
https://m-linkplus.org/
https://m-linkplus.org/


成長へのROAD-MAP

変化の激しい部活動地域展開において、確固たる体制を確立しながら新たな価値を創出し続けて

いくために、南島原市地域クラブサポートセンターの基盤強化。

また、基盤拡大期として学校と連携した活動へ。

2025 20302026

第三期（R8）第二期（R7）第一期（R５~６)）

スポーツ・文化活動

を通した、新たな地

域教育力の創造

【具体的達成目標】

• 長崎県No.1の地域クラブ

加入率（小中学生７０％）

• 半島連携体制の構築

• 関係団体と連携した新規事

業の展開

• 子育て世代の人口増加

長期ビジョン

「認知拡大活動」と「体制基盤の強化」

南島原市地域クラブサポートセンター設立

（プラットフォーム化）

全国での先進的ポジション確立

在り方検討委員 周知活動・地域クラブ設立

法人格取得・信用と信頼獲得 B＋をメインに情報の一元化

南島原市PR・地域活性・地域貢献

地域クラブ活動・クラブ支援



南島原市地域クラブサポートセンター

地域クラブ設立支援

「設計書」



地域クラブ目的

「南島原市は素敵だね」と思える魅力ある文化・スポーツ環境

大人も子供も「自己実現」と「人間力向上」を目指す

大人も子供も「生涯にわたって豊かなスポーツ・文化ライフ」を送る

大人も子供も「やりたい」を実現する

「子どもと向き合える」南島原市「地域総ぐるみ」で子育て
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運営主体の役割

• 活動の提供

• 保険加入

• 活動計画

• 大会出場

• 保護者会等

• 移送サービスの提供

• 入会申込

• 会費管理

• 指導者謝金

• 大会出場補助

• クラブ入会案内

• 活動紹介

• 指導者保険加入

支援

報告

地域クラブへ支援 会員にクラブ活動を提供

運営主体
実施主体

会員データ • 会員データの一元管理

• 課題等の分析

• 各種調査

TEAMひまわり
アザリーベン
Link＋

企業・団体

認定地域クラブ



LINK＋ ASSOCIATION
支援「会員管理」

DX化

⚫会員募集（ホームページ等）

⚫入会・退会申請

⚫会費のキャッシュレス決済

⚫スケジュール管理

⚫活動への参加・不参加確認

⚫施設優先申請（2カ月前申請可能）

PCからでもスマホからでも

窓口の一本化に成功！！

クラブとのやりとりは

アプリで完結

利用しているアプリ
「b＋」完全DX化を推進



地域クラブ一覧



南島原市地域クラブサポートセンター

南島原市地域クラブ指導者

「人才リスト」





人才リスト登録

HPコードから簡単
登録後は自分の

スタイルで
地域クラブと調整 地域クラブ指導

STEP 01 STEP 02 STEP 03 STEP 04

Link＋のHPからまず、登録 登録後、あなたに適した

スタイルで指導

指導形態や謝金、練習方

法など地域クラブと相談

メンバーを募集し、地域

クラブの指導がスタート

• あなたの才能を子供たち

のために

• あなたの日常に刺激を

• あなたの夢と子供たちの

夢を一緒に叶えたい

• 競技力の向上（監督として）

• 競技の普及（コーチとして）

• 指導のお手伝い（見守り）

• 運営（マネジメント）

• 運営補助（アシスタント）

• 指導について

• 練習回数や時間

• 謝金

• 地域クラブコンセプトの

決定

• 運営方法の相談

• 地域クラブ立ち上げ

• メンバー募集

• 活動開始！

南島原市地域クラブ人才リストへの登録

登録だけでなく、地域クラブとのマッチングなど登録後もサポートします



南島原市地域クラブ指導者 契約書（電子版） 抜粋

本契約書は、南島原市地域クラブサポートセンター（以下「甲」という）と、指導者として活動する個人（以

下「乙」という）が、各種ハラスメントの撲滅と健全な指導環境の構築を目的として、有償ボランティア契約

を締結する。

（契約の成立および自動締結）

第2条 本契約は、乙が「南島原市地域クラブ指導者人才リスト」への登録申請を行い、甲から提供される連

絡・管理用アプリケーション「b+」（以下「b+」という）においてアカウントを作成（登録完了）した時点

をもって、甲乙間で自動的に締結されたものとみなす。

（指導理念）

第6条 乙は以下の理念に従って指導に従事するものとする。

(1) 乙は、会員の個性と人権を尊重し、健全な心身の成長を第一に考えた指導を実践する。

(2) 乙は、会員に対し、自主性、協調性、社会性を育むよう努める。

(3) 乙は、勝利至上主義に陥ることなく、スポーツ・文化活動の楽しさやフェアプレー精神を

伝えることに努める。



（契約の解除・強制退会および指導者資格剥奪）

第8条 甲は、乙が以下のいずれかに該当した場合、何らの催告を要せず直ちに本契約を解除し、かつb+から乙

を強制的に退会（ワークスペースからの強制退去）させることができる。この場合、乙は指導者資格を即時に

剥奪される。

(1)第5条（ハラスメントの禁止）に違反する行為、または児童生徒に対する体罰があった場合。

(2)「南島原市地域クラブ活動に係る方針」に違反する言動、またはそれに反する不適切な指導を行った場合。

(3) 第4条第2項に定める日本版DBSに基づく確認手続きを拒否した場合、または同確認により指導者として不

適格と認められる前科・重大な事実が判明した場合。

(4) 指導者としてふさわしくない非行、社会的信用を失墜させる行為があったと甲が判断した場合。

(5) 心身の故障等により、本契約に基づく業務の遂行が困難と認められる場合.

(6) その他、本契約の規定に違反した場合。

２ 前項に基づき本契約が解除（強制退会）された場合、甲は乙に対する報酬の支払いを停止し、乙は速やか

に甲に協力して担当クラブの引継ぎを行うものとする。また、これにより乙に損害が生じた場合でも、甲はそ

の賠償の責を一切負わない。



南島原市地域クラブ指導者登録者数

教職員 18名

その他は地域の方や外部指導者の方々



南島原市地域クラブサポートセンター

南島原市地域クラブ

「認定制度」



認定地域クラブになるためには

（１）実施の運営主体は、地域総合型（南島原市ではＴＥＡＭひまわり、アザリーベンスポーツクラブが運営に携わる）・スポーツ協会型

（各協会が運営に携わる）・学校クラブ型（南島原市地域クラブサポートセンターが運営に携わる）・企業団体型クラブ（企業や任意団

体等が運営に関わる）

（２）「南島原市地域クラブ活動に関する方針（R7.3）」に沿った活動及び活動時間を設定すること。 （詳細は別紙参照）

（３）実施対象は、原則、南島原市内を活動拠点とする地域クラブに所属する児童生徒で構成され、日常的に会員全員が活動をできる地域ク

ラブであり、実施主体は、地域クラブとする。

（４）会員構成は、地域クラブ活動への参加を希望する生徒（市内外は問わない）を受け入れること。ただし、（２）の条件を満たす必要が

あり、選抜方法等での会員募集を行わないこと。

（５）実施期間は原則３年間（更新制）とする。

（６）活動拠点は原則として南島原市内とし、活動場所までの移動について、児童生徒やその保護者の過度な負担とならないこと。

（７）営利目的を主とした運営でないこと。

（８）継続的な地域クラブの運営を目指し、複数の役員や指導者が運営に携わっていること。

（９）以下の要件を満たす規約（会則）を作成しており、それらの内容が教育上、児童生徒の健全育成に際し、適正であると認められること。

※児童生徒の活動内容や活動実績等について、その児童生徒の所属校と必要に応じた情報共有を行うこと。

（10） 南島原市教育委員会が主催する指導者研修を受講し、南島原市教育委員会に指導者 （南島原市スポーツ・文化活動指導者人才リス

ト）として登録されている指導者が運営に携わること。

（11）認定地域クラブとして認定を受けた団体は、南島原市地域クラブサポートセンターの会員又は準会員となることを了承すること。



南島原市地域クラブサポートセンター

周知活動

「認定地域クラブ紹介」





南島原市地域クラブサポートセンター

地元県立高校探究学習支援



地元県立高校探究学習支援 夢は見るものではない。叶えるもの。

高校生の夢・好奇心・可能性を「Link（つなぐ）」する



南島原市地域クラブサポートセンター

体験型クラブ

「Link」設立



設立目的

過去も今もこれからも、子供たちの可能性は無限大
です。

子供たちが自身の興味や適性を広く見つけ、真の
「自分らしさ」を育むために、多様な体験を認定地域
クラブの協力を得て提供いたします。

体験型クラブ「Link」は、部活動地域展開という新しい枠組みの中で設立されます。この
クラブの最も重要な趣旨は、「マルチ体験」を通じて、子供たちが多くのスポーツや文化
活動に触れ、未来の可能性を「つなぐ（Link）」ことです。



コンセプト

これまで、子供たちの放課後は「ひとつの部活」を選ぶことで決まっていました。で
も、本当にやりたいことはひとつだけでしょうか？ 

体験型クラブ「Link」は、特定の種目に縛られず、多彩な体験を通じて子供たちの自
己肯定感を高め、未来への扉を自ら開くための「成長のプラットフォーム」です。

可能性を「Link（つなぐ）」させ、 「どう生きるか」を磨く。新しい学び場

未来の自分をデザインする



南島原市地域クラブサポートセンター

地域クラブ・部活動支援

「送迎サービス」



生徒送迎サービス

現状の課題

• 南島原市は東西に長い

• 活動場所が遠い

• 活動時間前までに保護者が送

ることができない

• 公共交通機関が少ない（しか

も高額）

送迎サービスを実施中
• 活動場所までの「送迎」

※深江から加津佐 加津佐から深江

• 利用料は無料

• 申請は必要（今後、Link＋HPから申請可

能となります）

※「利用許可証を発行」

• ただし、運行時間は固定

活動をあきらめるしかない・・・・ 少しでもやりたい活動ができるように！保

護者の負担軽減を！その希望を支援したい







利用可能対象者

１ 現在、拠点後部活動で利用している生徒で、県大会等出場が決定している部活動生徒

新たなにHPから申請 →   許可証の発行

２ 認定地域クラブ・認定予定（申請中）のクラブ会員（中学生）

新たなにHPから申請 →   許可証の発行

３ 認定地域クラブ・認定予定（申請中）のクラブ会員（小学生）※小中連携したクラブ。

小学校単独は不可。ただし、低学年一人での利用は不可。

新たなにHPから申請 →   許可証の発行



南島原市地域クラブサポートセンター

シーズン制地域クラブ

「デルフィーノ・マリンクラブ」



【シーズン制地域クラブの運営について】 南島原市B&G海洋センター全面協力！！

目的 南島原市の豊かな自然を生かし、豊かな人と人との繋がりを作ることで、新たな価値を創造

する。これまでにない新しい概念を作り出し、会員の健全育成に寄与するために実施する。



長島海峡横断カヌー大会に参加



ユニバーサルビーチ運営支援

「当たり前」の反対語「有難い」
「今がチャンス」自分の新たな

価値を見つけてほしい！

課題④ 障害のある子供たちの地域の学び場としての役割





ユニバーサルビーチ お礼のメール

以下、塚原さんより

本当に素敵な8年ぶりの海をありがとうございまし

た！！！娘は体調くずすことなくお家で楽しそうに

思い出しているようです。海！海！て言ってます。

来年も必ず行きますね。海に入れただけでなく、素

敵なみなさまにお会いできたことにも心から感謝し

ます。長崎の海が世界一大好きな海になりました

では、また来年(о´∀`о)





【シーズン制地域クラブの運営

について】

南島原市B&G海洋センター全面

協力！！

南島原市の豊かな自然を生か

し、豊かな人と人との繋がりを

作ることで、新たな価値を創造

する。これまでにない新しい概

念を作り出し、会員の健全育成

に寄与するために実施する。



南島原市地域クラブサポートセンター

不登校児童生徒支援

適応指導教室
「つばさ」
連携事業



◼適応指導教室「つばさ」イベント実施（年3回）

◼不登校児童生徒支援プログラム作成（三者会の設置）

◼企業型クラブ「OPACU」による不登校児童生徒への豊かな

体験機会の提供【e-sport】

◼南島原市スポーツ推進委員会による不登校児童生徒への豊

かな体験機会の提供【モルック】

◼南島原ピックルボールクラブよる不登校児童生徒への豊か

な体験機会の提供【ピックルボール】



不登校児童生徒にも豊かな体験機会の提供を

一歩前へ！プロジェクト
可能性を「Link（つなぐ）」させ、 「どう生きるか」を磨く。新しい学び場

多様な学び場の理解を

誰一人、取り残したくない！
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南島原市地域クラブサポートセンター

不登校児童生徒を対象とした

「ふみだそう！一歩先へ」イベント（年３回）

※不登校支援プログラム

１ 株式会社 「ミナサポ」（詳細は次ページ）

①イベント協力 「e-sport」

②認定地域クラブの実施

２ 関係団体

①スポーツ推進委員会

②その他スポーツ・文化団体、クラブ等

適応指導教室「つばさ」

①不登校支援プログラム作成

②関係団体との連携（SSW）

目標 「学校復帰」が最終目標であるが

子供たちの学びを保障する。

南島原市立小・中学校

①不登校支援プログラム（保護者連携）

②教員の意識改革

③初期段階での活用

④教育委員会との連携

これまでの支援 新しい支援



株式会社「ミナサポ」 e-sport



スポーツ推進委員会
「モルック」



南島原市地域クラブサポートセンター

新規事業

「 Leaders Of Tomorrow」



Leaders of Tomorrow
特別教育プログラム説明

未来を創る「7つの非認知能力」を育む

世界屈指のクラブ「リバプールFC」と「日本財団」が届
ける、子どもたちのための3日間のプレミアム体験。



このプログラムの目的

なぜ今、非認知能力が重要なのか？

テストの点数だけでは測れない「生き抜く力」

変化の激しい時代を、たくましく主体的に切り拓いていくために。

これからの時代、知識（認知能力）に加え、「自信」「協調性」「自立心」「課題解決力」といった『非
認知能力』が最も重要視されています。本プログラムでは、スポーツとワークショップを組み合わせるこ
とで、子どもたちが自発的に成長する瞬間を創り出します。

現代の子どもたちが抱える課題

運動機会の減少、人間関係の希薄化、自信の低下。
これらをチームワークと遊び心で解決します。



英国政府も公認した、日本初のプログラム

世界屈指のビッグクラブ「リバプールFC」が長年培ってきた
教育メソッド(LFCメソッド)を、日本での子ども支援活動においてト
ップクラスの実績を持つ「日本財団」が完全プロデュース。日英交
流プログラム「MUSUBI 」にも正式採択された安心・確かなプログ
ラムです。

専門訓練を受けたプロの日本人・イギリス人コーチが指導
サッカー経験の有無は一切問いません。誰でも楽しめます！

「You ‘ll Never Walk Alone 」の精神

世界屈指のクラブ × 日本財団の強力コラボ



プログラムが育む「7つの力」

リバプールFC財団が独自開発した、子どもの未来を照らす特別な7つのレッスン

1. 自信を育む

2. 向上心を高める

3. 課題解決力

4. 協力・協調性

5. 探究・探索力

6 & 7. 主体性と行動力



活動の特徴：心と体を同時に動かす

スポーツ × グループ座学のハイブリッド構造
「グラウンドでの楽しさ」を、「教室での学
び」に結びつける。

ただ体を動かすだけでなく、屋外でのゲーム
（サッカーを主体とした多様なスポーツ）
と、屋内でのワークショップをセットで行い
ます。

Outside: スポーツ
グラウンドで仲間と体を動かし、思いやりと
対話のルールを実践。

Inside: ワークショップ
学んだこと、仲間の良かった点を言語化し、
自分の意見を発表。





南島原市地域クラブサポートセンター

南島原市地域クラブ活動応援

企業・団体登録制度



これからの南島原市を担う子供たちを地域総ぐるみで育て、
南島原市をさらに豊かで、多様な魅力のある場所に

人  （豊かな人材）と人を繋げる

もの（豊かな環境）と人を繋げる

こと（豊かな活動）と人を繋げる



南島原市地域クラブサポートセンターHP

から申請可能（現在4団体）

「南島原市部活動地域展開を進めています！」
～南島原市から未来へつなぐ「南向きに生きよう 」～

子供たちの「やりたい！」
「チャレンジしたい！」

を全力応援！
子供も大人も南島原市で夢中・熱中に！





南島原市
認定地域クラブトレーナー制度

「安全と成長をサポートする専門的ネットワークの構築」



南島原市認定地域クラブトレーナー制度とは？

南島原市「認定地域クラブ」におい
て、専門的な知識を持つトレーナー
と共に活動することで、子供たちの
安全な成長とパフォーマンス向上を
サポートすることを目的とします。

01 02
指導者や保護者だけではカバーし
きれない専門領域を補完し、怪我
の予防、応急処置、トレーニング
計画、コンディショニング指導を
効果的に提供します。

R8.9 モデルクラブ トライアル開始



項目

01
項目

02

項目

03

内容：定期訪問、選手のフィジカル
チェック、個別相談

効果：現場でのリアルタイムな対応、  
選手や指導者との信頼関係構築

内容：オンライン相談窓口、怪我予防動画コ
ンテンツの提供、オンライン個別セッ
ション

効果：訪問日以外もサポート可能、効率的で
継続的なケアを実現

内容：疲労回復に特化した個別プラン作成、睡
眠・ 栄養指導、アクティブリカバリーの
導入

効果：怪我の予防だけでなく、次のパフォーマ
ンス向上に直結する





南島原市中学校体育連盟
運営支援



運営連携

共同事業

市中総体開催支援

大会必要経費の支出

※令和9年度から 出場補助金支出

地域クラブ連携支援

地域クラブと中体連を繋ぐ

新たな大会の在り方の構築

南島原市スポーツ協会と連携

大会要項作成

理事会主催

地域展開に伴う規約等の改正

市中総体・陸上大会・駅伝

大会の開催

大規模～小規模プロジェクトの

マネジメント実施

部活動の廃止及び学校型ク

ラブの設立

※各種調査の実施

組織の在り方の見直しと新

体制の構築

※会長・理事長・専門部等

運営に関する会計業務

地域クラブ連携・情報共有

市中体連が行うべき業務と行う必要がない業務を整理し、学校の負担軽減を図ることができる
よう支援する。

南島原市中学校体育連盟
南島原市地域クラブサポートセンター

令和８年度開始



市中総体に変わる県大会予選会（地域クラブ予選）の開催を支援する。

地域クラブ

市内予選会

～新人大会～

地域クラブ

市内予選会

~市中総体~

各競技で予選（推薦）

協会主催

市予選大会の実施

協会・中体連共催

現在の
予選の在り方

県中体連要望

クラブ

県予選
武道

陸上

駅伝

• 県中体連からの承認

• 南島原市スポーツ協会との強固な連携（市民スポーツ大会に新カテゴリー設置）

中体連の推薦種目として取り扱う

他

Coming soon…南島原市スポーツ協会と協議中
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令和５年度（課題）

認定地域クラブ２クラブ

移動の困難さ

指導者不足

地域クラブ支援

!

!

!

!

令和８年度（取組）

認定地域クラブ ２８クラブ（内 文化５クラブ）

送迎サービスの実施（随時、改善は必要）

指導者契約者（８４名 内１８名教員指導中）

南島原市地域クラブサポートセンター事業開始

サポートセンター主催の事業実施

✓

✓

✓

最重要課題に向き合い、まず、やってみること

否定的意見の中にこそ、未来がある



Observe Orient

DecideAct

〇具体的対応策の検討

〇現状と課題の整理

〇５W１Hの検討

※最も重要である

〇ターゲットへの提案・

実行

〇実行しているタスクの

管理

〇実行結果の振り返り

〇具体策の提案を条件に応

じて選定

〇理事会での合意形成

〇実行する際の手段決定

分析・判断

意思決定実行

観察・収集

短期実践(OODAループ)

〇アンケート調査を中

心に、ニーズや現状

に関する課題のデー

タ収集

〇新たな問題点の洗い

出し

〇他県・他市の情報収集

社会の変化の流れに取り残されない迅速な意思決定と実行
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南島原市地域クラブサポートセンター

愛称：Link＋（リンクプラス）

公式HP

未来の自分をデザインする
可能性を「Link（つなぐ）」させ、 「どう生きるか」を磨く。新しい学び場

地域クラブ応援企業団体登録

問い合わせ先

地域クラブコーディネーター 塩田英一

事務局：南島原市教育委員会生涯学習課内
住 所：南島原市南有馬町乙１０２３番地
連絡先：050−8883−8484                              
e-Mail：contact@m-linkplus.org



ご清聴ありがとうございました

南島原市の取組が、貴市・貴団体において、少し

でも参考になれば幸いです。
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